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高校英語 初見読解ミニテスト 18｜基礎・202語

平均の人は、どこにもいない 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 初めて読む英文から、大意と必要な情報を制限時間内につかむ　／　本文はこの教材のための書き下ろし（初見用）です。

Numbers that describe a group are useful. They can also hide the people inside it.

In 1950, the United States Air Force had a problem. Its planes were crashing, and no one

knew why. The pilots were well trained, and the machines were checked. At last someone

looked at the cockpit itself.

The cockpit had been designed in the 1920s, using the average body of the pilots of that

time. A researcher decided to test that idea. He measured more than four thousand pilots on

ten parts of the body: height, chest, arm length, and so on. Then he asked one question. How

many of them were average on all ten?

The answer was none. Not a single pilot was in the middle range on every measurement. Even

for any three of the ten parts, fewer than four percent were.

The seat had been built for a person who did not exist. So the Air Force made the seats, the

pedals, and the straps movable, and the accidents went down.

An average is a fact about a group. It is not a description of anyone in it. When a number

stands for many people, ask who is really sitting in the chair.

〔語注〕 cockpit＝操縦席　measurement＝測定した項目　range＝はんい　movable＝動かせる

設問 本文の内容に合うものを選ぼう。

(1) この文章がいちばん伝えたいことは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　アメリカ空軍では、パイロットの訓練不足が事故のいちばんの原因になっていた

イ　平均から作られた座席はだれの体にも合わず、平均は個人の姿を表さない

ウ　体を10か所も測る調査は当時としてはめずらしく、大きな話題になった

エ　機械の点検をくり返しても、事故の原因が見つかることはめったにない

(2) 1950年当時の操縦席は、何をもとに設計されていたか？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　そのときのパイロットのうち、いちばん体の大きい人の寸法

イ　機械の点検を担当していた技師たちが選んだ標準の寸法

ウ　10か所の測定で中くらいだったパイロット一人の体の寸法

エ　1920年代のパイロットの、平均の体をもとにした寸法

(3) 4,000人以上を測った結果として、本文が述べているのは？ 知識・技能 　答え（　　）

ア　10か所すべてで中くらいだった者は一人もいなかった

イ　10か所のうち3か所で中くらいだった者は、全体の4割ほどいた

ウ　身長と胸まわりの2か所だけは、ほとんどの者が中くらいだった

エ　10か所すべてで中くらいだったのは、4,000人のうち4人だけだった

(4) 最後の段落で筆者が言っているのは？ 思考・判断・表現 　答え（　　）

ア　平均という考え方は誤りなので、統計を使うのはもうやめたほうがよい

イ　調節できる座席は、どんな乗り物にも取り入れるべき設計である

ウ　人の体は時代とともに変わるので、設計は定期的に見直す必要がある

エ　数字が多くの人を代表するときは、実際にすわっているのがだれかを問う
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平均の人は、どこにもいない（基礎）｜解答と出題のねらい

解答

(1) イ
第5段落 The seat had been built for a person who did not exist. と最終段落 An average is a
fact about a group. It is not a description of anyone in it.。

(2) エ
第3段落 The cockpit had been designed in the 1920s, using the average body of the pilots of
that time.。

(3) ア
第4段落 The answer was none. Not a single pilot was in the middle range on every

measurement.。3か所についてはfewer than four percent（4割ではない）。

(4) エ
最終段落 It is not a description of anyone in it. と When a number stands for many people,
ask who is really sitting in the chair.。

出題のねらい 定期テストに移すときの観点マップ

集団を言い表す数字（平均）が、その中のだれのことも指していないという筋です。17の〈原因の取りちがえ〉とも、16の〈語の
意味は場所で変わる〉とも、15の〈数字の由来〉とも違う〈平均は実在しない〉型で、「平均＝ふつうの人の姿」と読んでしまう

癖が、そのまま(1)と(3)の設問になります。数学Iのデータの分析、資料問題の代表値、アンケートの読み取りにそのまま効きま
す。読んだあとに「自分のクラスで、平均を出すと消えてしまうもの」を1つ挙げさせると、結びが自分の話になります。

設問 型 観点 テストでの使い方

(1) 大意（スキミング） 思考・判断・表現
概要把握。「空軍の事故の話」で止まらず、

平均という数字の性質が主題だと届くか

(2) 明示情報 知識・技能
操縦席が何をもとに設計されていたか（1920

年代のパイロットの平均の体）を正確に拾う

(3) 明示情報 知識・技能
4,000人以上を測った結果（10か所すべてで中
くらいの者はゼロ）を、3か所の数字と取りち

がえずに読む

(4) 筆者の結び 思考・判断・表現
結論の3文から、筆者が読者に勧めていること

を選ぶ

3つの版の使い分け

同じトピック・同じ設問構造で、英文の語彙・構文と選択肢の言語だけを変えてあります（基礎=選択肢も日本語／標準=選択肢が

英語／発展=設問も英語）。①クラスの帯に合わせて選ぶ ②同じクラス内で配り分ける ③基礎→標準→発展と日を空けて再挑戦——
の3通りの使い方ができます。正解の記号は版ごとに違います（配り分けのときの写し合い対策にもなります）。
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